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のんびり広場　波野保育園内　☎ 24-2800

●１月　９日㊌　お正月遊びを楽しもう
●１月１６日㊌　毛糸で遊ぼう
●１月２３日㊌　ゆび編みをしてみよう
●１月３０日㊌　鬼のお面を作ろう
●２月　６日㊌　手作りおもちゃで遊ぼう
●２月１３日㊌　クッキー作りを楽しもう

すくすく広場　一の宮子育て支援センター ☎ 22-4539

●１月　８日㊋　たこあげをしよう
●１月１０日㊍　簡単絵本作り
●１月１５日㊋　ハンドメイドの日
●１月１７日㊍　図書館へ行こう
●１月２２日㊋　誕生会・計測日
●１月２４日㊍　エコクラフトで小物作り
●１月２９日㊋　エコクラフトで小物作り
●１月３１日㊍　鬼のお面作り
●２月　５日㊋　造形あそび
●２月　８日㊎　英語で遊ぼう
●２月１２日㊋　新聞紙で遊ぼう

ぴよぴよ広場　阿蘇市子育て支援センター ☎32-3843

●１月　９日㊌　�計測日・お正月遊び
●１月１２日㊏　パパと車を作って遊ぼう！
●１月１６日㊌　英語で遊ぼう・おはなし会
●１月２３日㊌　誕生会・おはなし会・試食会
●１月２８日㊊　�鬼を作ろう！
●１月３０日㊌　ぴよぴよスマイルタイム
●２月　６日㊌　ぴよぴよ豆まき
●２月１３日㊌　親子クッキング

さくらんぼ広場　あそひかり幼稚園内 ☎ 22-0089

●１月１６日㊌　お正月遊びをしよう
●１月２３日㊌　お誕生会に参加しよう

Ｙっ子広場　熊本 YMCA 黒川保育園内 ☎ 34-0402

●１月　８日㊋　人形劇を観よう
●１月２１日㊊　観劇会・専門学生発表会
●１月２９日㊋　凧つくりをしよう

ポッポ広場　阿蘇中央幼稚園内「南教室」  ☎ 32-3643

●１月　７日㊊　ホットプレートで七草がゆ【なくなり次第終了】
●１月１１日㊎　（製作）お正月あそび
●１月２５日㊎　ハンドメイドデー【限定 5組】

さぽさぽ広場　古城保育園内 ☎ 22-0380

●１月　８日㊋　お正月遊び
●１月２２日㊋　給食体験
●２月　２日㊏　お遊戯会観覧

※天候や講師の都合により日程を変更する場合があります。

子育て支援センター情報第 1週目の予定は前号に掲載しています。

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

広
告

要予約

要予約

要予約要予約

子どもを預けて（預かって）みませんか？

預かり体験会
●と き　　2 月 17 日 ㈰
　　　　　　　9 時 15 分～ 12 時 30 分��（受付 9時）
●と こ ろ　　阿蘇保健福祉センター (内牧）
●定 　 員　　各 20名程度　※要予約・参加費無料
●申込締切　　2月 1日㈮
●申込・問い合わせ　阿蘇市ファミリーサポートセンター
　　　　　　　　　��☎ 32-1127��担当��遠矢・坂下

【体験内容】
●預けてみたい人・・・ハーバリウム製作とヨガ教室
●預かってみたい人・・・みんなでワイワイ遊ぼう講座
※体験後は茶話会（軽食あり）を行います。
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（2018年11月30日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 26,460 人 12,532 人 13,928 人 11,492 世
帯

前月比 46 人 減 9 人 減 37 人 減 5 世帯 減

人の動き （11 月 1 日～ 11 月 30 日）

広
告

  夫　　　・　　　妻　　　　　（行政区）

長尾 和男
髙木 セツ子
古閑 フジ
青木 英子
岡本 貞子
山内 ヒサ子
浅久野 純吾

(古神1区)
( 古 閑 )
(古城4区)
(内牧1区)
(内牧2区)
( 成 川 )
(西小園)

中島 ハツ子
幸　徹
友田 定義
市原 昭吾
市原 重次
山中 輝義

( 乙 姫 )
( 永 草 )
( 赤 水 )
( 大 道 )
( 遊 雀 )
( 滝 水 )

氏名　　　(行政区) 氏名　　　 (行政区)

寄 付 阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）

寄付者

小野 勝行
山口 貴生
家入 クニエ
志賀 キヨ子
森永 雪子
渡辺 昭輝
山部 賢次
工藤 徹雄
今村 サワ子
春山　聡
村田 大三
佐伯　治

（行政区）

(古神1区)
(分1区)
(分2区)
(東仲町)
(古城5の1区)
(古城5の2区)
(古城6区)
(古城6区)
(内牧4区)
(内牧5区)
( 坊 中 )
( 滝 水 )

物故者

照勝
ハヅエ
利夫
昭久
保宏
ミヨ
悦子
ミツ子
邦治
マチ子
登茂枝
易夫

続柄

亡父
亡母
亡夫
亡夫
亡夫
亡母
亡母
亡母
亡夫
亡母
亡母
亡父

（昭和 5 年 12 月生まれ）

（11 月 30 日受付分まで）

（11 月 30 日受付分まで）

井　正也
釣井 易成
杉谷 理志
甲斐 友彦
阿南 良二

・
・
・
・
・

塚本 純子
橋口 悠愛
志賀 里穂
阿南　唯
メンドザマタ・ノリーメイ

(北1区)
(東2区)
(古神3区)
( 乙 姫 )
(楢木野)

( 小 園 )
(古神3区)
( 乙 姫 )
(内牧2区)
(内牧2区)
( 竹 原 )
(上役犬原)

（11月30日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ  (行政区)

阿南 雄
ゆ う ま

真くん

大塚 湊
み な と

斗くん

城戸 蓮
れ ん と

龍くん

山部 蒼
そ う し

司くん

横田 千
ち は な

華ちゃん

甲斐 凛
りん

ちゃん

石松 治
は る き

樹くん

10月21日
10月28日
10月31日
11月6日
11月8日
11月9日
11月14日

真 一
章 矢
健 太
亮 太
健 生

昴
秋 洋

・
・
・
・
・
・
・

祐 子
碧

冴 里
麻 美
善 恵
精 華
由 貴

赤ちゃん

米 寿

結 婚

お慶び ご寄付氏名は敬称を省略させていただいています。各情報は希望者のみ掲載しています。

コンビニで
各種証明書の取得が
可能になります！

問市民課�戸籍係　☎ 22-3135

2 月から
取
得
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
！

出生 死亡 転入 転出

8 人 39 人 60 人 71 人



ASO 田園空間博物館通信　No.77

ASO田園空間博物館では

旬な情報をお届けしています
　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
は
、地

域
振
興
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
が
阿

蘇
市
の
様
々
な
情
報
を
集
め
、発
信

し
て
い
く「
情
報
発
信
事
業
」で
す
。

　

阿
蘇
市
の
旬
な
情
報
を
国
内
外

に
発
信
す
る
た
め
、道
の
駅
阿
蘇
館

内
観
光
案
内
窓
口
で
の
対
面
案
内・

多
言
語（
英
語
、中
国
語
、フ
ラ
ン
ス

語
）案
内
の
他
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ(

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、ツ
イ
ッ
タ
ー)

、フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
を
利
用
し
て
、情
報
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

　

ほ
ぼ
毎
日
更
新
し
て
い
る
の
は
、

道
の
駅
阿
蘇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
ブ
ロ
グ
で
す
。そ
の

内
容
は
、阿
蘇
市
内
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
、阿
蘇
の
観
光
情
報
、

サ
テ
ラ
イ
ト
や
地
域
の
取
り
組
み
、

旬
の
食
材
等
々
、担
当
ス
タ
ッ
フ
が

日
々
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
取
材
に

出
向
き
、皆
さ
ま
へ
最
新
の
阿
蘇
の

情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
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日
本
語
の
他
に
、英
語
と
フ
ラ
ン

ス
語
で
も
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、紅
葉
や
桜
の
季
節
に
は
、開

花・
紅
葉
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

お
伝
え
す
る「
紅
葉
マ
ッ
プ
」、「
桜

マ
ッ
プ
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

紅
葉
情
報
や
桜
の
開
花
情
報
は
、

観
光
客
や
カ
メ
ラ
愛
好
家
の
方
か

ら
非
常
に
ニ
ー
ズ
が
高
く
、タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
発
信
は
大
変
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　
情
報
提
供
等
に
御
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
の
は
、サ
テ
ラ
イ
ト
管
理
者

を
は
じ
め
と
す
る
阿
蘇
市
民
の
人
た

ち
で
す
。紅
葉
や
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
管

理
さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
と
連
携

し
、日
々
変
化
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
掲

載
し
た「
紅
葉
マ
ッ
プ
」で
は
、市
内

９
ヶ
所
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、毎
日
の
よ
う
に
地
域

の
人
た
ち
か
ら
紅
葉
の
変
化
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、紅
葉
マ
ッ
プ
に
は

３
７
０
０
件
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
、紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
に
多
く
の
方
が

足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
地
域

貢
献
の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
と
は
？

　
地
域
が「
地
域
の
宝
」と
し
て

守
り
続
け
て
い
る
自
然
、景
観・

風
景
、歴
史・文
化
な
ど
を
サ
テ

ラ
イ
ト
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

で
は
、こ
れ
ま
で
阿
蘇
谷
を
一

望
で
き
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
か

ら
、可
憐
な
花
々
が
咲
き
ほ
こ

る
小
道
、神
話・
歴
史
の
ロ
マ

ン
を
伝
え
る
神
社・仏
閣
等
々

を
サ
テ
ラ
イ
ト
に
登
録
し
、地

域
住
民（
団
体
）の
行
う
サ
テ

ラ
イ
ト
保
全
継
承
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
掲

載
し
て
い
る
道
の
駅
阿
蘇
関

連
記
事
は
、「
道
の
駅
阿
蘇

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。検
索
サ
イ
ト
で「
道

の
駅
阿
蘇
」と
入
力
し
て
検
索

く
だ
さ
い
。

山本理事長

スタッフ フランク
スタッフ 原田

阿蘇市の
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季刊情報誌 「あかうしのあくび」
　平成 25 年度から、年 4回、季節ごとに情報誌
「あかうしのあくび」を発行しています。
　この冊子は、フリーペーパーとして毎号 5万部
程度印刷し、阿蘇市内各観光スポットや市
内の協力店舗、九州全域の道の駅などに設
置しています。
　記事内容は、サテライトや阿蘇市内の協力店
舗の紹介など、すべて阿蘇市の地域情報です。
　よく、情報誌を見た方から「どうやって作って
いるの？」と尋ねられることがあるのですが、紙面
の製作にあたっても地域の皆さまのご協力は欠かせ
ず、ASO田園空間博物館スタッフや地元特派員が現
地に赴き、地元目線でリポートしています。
　そのような中で、特にこだわっているのは、地域の人々
の顔と声が見える紙面づくり。必ず地域の方やお店の方に
インタビューして記事を書くようにしています。
　すると、「若い人は知らないと思うけど、この神社は、戦時中出兵した若者の無事を願う人々で賑わってい
た。」「実はうちで出している野菜は全部地元で採れたものなの。」等、神社の看板やお店のメニューには書か
れていない情報がどんどん出てきます。
　このようにして、他の情報誌では知ることのできない、地域の生の声を掲載することができています。
　現在、発行中の第 21号では、「阿蘇冬の開運神社めぐり」をテーマに 7ヶ所の神社を取材しました。また、冬
の風物詩である「古閑の滝」もご紹介しています。もちろん、地域の方も紙面に登場されています。
　「あかうしのあくび」は、道の駅阿蘇、阿蘇市役所や各観光スポットで配布中ですので、ぜひ、ご覧ください。

県
内
留
学
生
対
象
地
域
散
策
イ
ベ
ン
ト

「
レ
ッ
ツ・デ
ィ
ス
カ
バ
ー・ジ
ャ
パ
ン・Ａ
Ｓ
Ｏ

～
ア
ナ
ザ
ー
ジ
ャ
パ
ン
～
」  

を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
21
日
、熊
本
県
内
の
留

学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し

た
地
域
散
策
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、留
学
生
に

阿
蘇
で
様
々
な
体
験
を
し
て
も

ら
い
、阿
蘇
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

口
コ
ミ
で
母
国
の
家
族
、友
人
、

知
人
に
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
回
目
と
な
る
今
回
は
、14

の
国
と
地
域
か
ら
25
名
の
参
加

が
あ
り
、お
よ
そ
３
年
半
ぶ
り

に
一
般
開
放
と
な
っ
た
中
岳
火

口
や
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
阿

蘇
神
社
な
ど
を
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー

ク
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
見
学

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、門
前
町
商
店
街
の
活

性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
岩
永
芳
幸
さ
ん（
宮
地
）が
、

地
震
直
後
の
地
域
の
様
子
や
復

興
に
向
け
た
商
店
街
の
取
り
組

み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、火
口
の
迫
力
や

地
域
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い

に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

草千里での集合写真

門前町商店街での説明の様子


